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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　信号干渉除去を選択的に有効にする方法であって、
　複数の信号パスを識別する段階と、
　前記複数の信号パスの信号強度を判定する段階と、
　第一のモードで干渉除去済信号流を、第二のモードで干渉除去されていない信号流を、
複数の復調フィンガの各々へ選択的に供給する段階と
を備え、
　前記干渉除去済信号流を供給する段階は、
　前記複数の信号パスのうちで少なくとも第一の信号強度を有する第一の数の信号パスを
、潜在的干渉因子として識別する段階と、
　前記複数の信号パスの少なくとも１つから前記潜在的干渉因子の少なくとも１つを除去
することにより、少なくとも第一の干渉除去済信号流を生成する段階と
を有する、方法。
【請求項２】
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流を、少なくとも第一の信号プロセッサへ供給す
ることにより、前記少なくとも第一の信号プロセッサに割り当てられた信号パスの信号対
ノイズ比が改善されるかどうかを判定する段階と、
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流が、前記少なくとも第一の信号プロセッサに割
り当てられた前記信号パスの信号対ノイズ比を改善すると判定されることに応じて、前記
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少なくとも第一の干渉除去済信号流を前記少なくとも第一の信号プロセッサへ供給する段
階と
を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流を、少なくとも第一の信号プロセッサへ供給す
ることにより、前記少なくとも第一の信号プロセッサに割り当てられた信号パスの信号対
ノイズ比が改善されるかどうかを判定する段階と、
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流が、前記少なくとも第一の信号プロセッサに割
り当てられた前記信号パスの信号対ノイズ比を改善しないと判定されることに応じて、前
記少なくとも第一の干渉除去済信号流を生成する段階を中止する段階と
を更に備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　干渉除去されていない信号流を、前記少なくとも第一の信号プロセッサへ供給する段階
を更に備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の信号パスが、割り当てられた信号パスのセットを含む、請求項１から４のい
ずれかに記載の方法。
【請求項６】
　割り当てられた前記複数の信号パスのセットが復調パス・リストから得られる、請求項
５に記載の方法。
【請求項７】
　前記潜在的干渉因子を除去候補リストに記載する段階を更に備える、請求項１から６の
いずれかに記載の方法。
【請求項８】
　除去予定リストの中の信号パスを、前記除去候補リストの中の前記潜在的干渉因子の１
つで置き換えることによって、前記除去予定リストを更新する段階を更に備え、
　前記信号パスが、前記除去候補リストの中の前記潜在的干渉因子の１つ因子の信号強度
よりも小さい信号強度を有する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記除去予定リストから信号パスをチャンネル判定リストへ入力することによって、前
記チャンネル判定リストを更新する段階を更に備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　調査パス・リストを生成するために前記複数の信号パスの識別を格納する段階と、
　干渉除去済信号流を探索エレメントへ供給する段階と、
　前記調査パス・リストを更新する段階と
を更に備える、請求項１から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　調査パス・リストを生成するために前記複数の信号パスの識別を格納する段階と、
　干渉除去済信号流を相関器エレメントへ供給する段階と、
　前記調査パス・リストを更新する段階と
を更に備える、請求項１から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号の識別を格納する段階を更に備える、請求項１か
ら１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　信号干渉除去を選択的に有効にする方法であって、
　複数の信号パスを識別する段階と、
　第一のモードで干渉除去済信号流を、第二のモードで干渉除去されていない信号流を、
複数の復調フィンガの各々へ選択的に供給する段階と
を備え、
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　前記干渉除去済信号流を供給する段階は、
　前記複数の信号パスの信号強度を判定し、前記複数の信号パスのうちで少なくとも第一
の信号強度を有する第一の数の信号パスを、潜在的干渉因子として識別する段階と、
　前記複数の信号パスの少なくとも１つから前記潜在的干渉因子の少なくとも１つを除去
することにより、少なくとも第一の干渉除去済信号流を生成する段階と、
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流を、少なくとも第一の信号プロセッサへ供給す
ることにより、前記少なくとも第一の信号プロセッサに割り当てられた信号パスの信号対
ノイズ比が改善されたかどうかを判定する段階と、
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流が、前記少なくとも第一の信号プロセッサの信
号対ノイズ比を改善すると判定されることに応じて、前記少なくとも第一の干渉除去済信
号流を前記少なくとも第一の信号プロセッサへ供給する段階と
を有する、方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも第一の干渉除去済信号流が、前記少なくとも第一の信号プロセッサに割
り当てられた前記信号パスの他の信号対ノイズ比を改善しないと判定されることに応じて
、前記少なくとも第一の干渉除去済信号流を前記少なくとも第一の信号プロセッサへ供給
することを中止する段階を更に備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　複数の干渉信号パスを除去する装置であって、
　複数の復調フィンガと、
　第一のモードで干渉除去済信号流を、第二のモードで干渉除去されていない信号流を、
前記複数の復調フィンガの各々へ選択的に供給する除去コントローラと
を備え、
　前記除去コントローラは、
　複数の信号パスのうちで少なくとも第一の信号強度を有する第一の数の信号パスを、干
渉信号パスとして識別するチャンネル判定モジュールと、
　前記複数の信号パスの少なくとも１つから前記干渉信号パスを除去することにより、前
記干渉除去済信号流を生成する信号除去モジュールと
を有する、装置。
【請求項１６】
　探索フィンガ
を更に備え、
　前記除去コントローラは、前記探索フィンガへ前記干渉除去済信号流または干渉除去さ
れていない前記信号流を選択的に供給する、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記チャンネル判定モジュールは、前記干渉信号パスの少なくとも１つの複製を前記信
号除去モジュールに供給する、請求項１５または１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記複数の復調フィンガの数が、前記チャンネル判定モジュールの数より多い、請求項
１５から１７のいずれかに記載の装置。
【請求項１９】
　前記複数の復調フィンガは、前記第一の数の復調フィンガを有し、複数の前記チャンネ
ル判定モジュールは、前記第一の数のチャンネル判定モジュールを有し、複数の前記信号
除去モジュールは、前記第一の数の信号除去モジュールを有する、請求項１５から１８の
いずれかに記載の装置。
【請求項２０】
　前記複数の復調フィンガの各々は、経路設定モジュール及び復調モジュールを有する、
請求項１５から１９のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、複数のスペクトル拡散システムにおける干渉除去の利用を対象とする。特に
、本発明は、干渉除去の結果１つの改善された信号が得られた場合には干渉除去を使用又
は継続できるように、干渉除去を選択的に利用することを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
　複数の無線通信システムは、それらに割り当てられた周波数スペースの中に、多数の安
全な（又は秘密の）通信チャンネルを備えなければならない。これらの目標を達成するた
めに、複数のスペクトル拡散システムが開発された。１つのスペクトル拡散タイプのシス
テムでは、多数のチャンネルを同一周波数範囲に収納できる複数の拡散コーディングが使
われる。１つのチャンネルをうまく復調するためには、そのチャンネルと関連して使われ
る拡散コードが分からなければならない。１つの復調プロセッサが１つの特定な信号パス
を経路設定しているとき、他の複数の送信器に連結している複数の信号パスは、そのプロ
セッサにとってはノイズに見える。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　信頼できる通信技術を提供するために、複数のスペクトル拡散システムは、一般に、一
組のエンドポイント間の１つの通信チャンネルを確立、維持するとともに、多数の信号パ
スの経路設定をする。他の複数の基地局及び複数の基地局セクタから供給される複数の余
分な信号、又は複数の信号反射又はマルチパス・バージョンから、複数の違った信号パス
が生じることがある。１つの代表的な受信器において、数個（例、４から６）の復調プロ
セッサ又はフィンガが備えられ、これらフィンガの各々に異なる１つの信号パスの経路設
定が割り当てられる。１つの受信器が利用可能な異なった複数の信号パスに関する情報を
得るために、１つの探索復調プロセッサ又はフィンガが備えられる。１つの代表的な受信
器において、探索フィンガは、複数の擬似乱数（ＰＮ）コード・オフセットと信号強度と
によって複数の信号を検知し、識別する。１つの復調プロセッサにとって、経路設定され
ている信号パス以外の複数の信号パスはノイズに見えるため、１つの経路設定されている
又は所望の信号パスの信号対ノイズ比が低くなることがあり、１つの、劣悪な品質及び信
頼性の通信チャンネルをもたらすことがある。特に、受信器に近い距離にある複数の発信
源からの複数の信号が、受信器から遠方にある複数の発信源からの複数の信号を圧殺して
しまうことがある。その結果、この「近－遠」問題のため信号ダイバーシチが限定される
。複数の通信チャンネルを妨害に対して、さらに脆弱なままにしていることに加え、１つ
の受信器が利用できたかもしれない複数の相対的に弱い信号が、他の複数の相対的に強い
信号が環境中に生成したノイズレベルの下に埋もれる。このように近－遠問題に起因して
、遠距離信号源からの複数の信号の捕捉及び経路設定が制約を受け、三角測定方式に依存
する複数の位置測定仕組みの効果性をも限定している。
【０００４】
　近－遠問題に取り組むために、複数の発信源により生成された複数信号の電力を制御す
るための複数の仕組みが開発され、例えば、ビームステアリング及びスマート・アンテナ
技術がある。しかしながら、このような複数の仕組みは複雑で実施が困難なことがある。
さらに、数多くの受信器と交信している複数の基地局のような複数の発信源の場合、その
中のあるものは複数の発信源に近く、他のものは発信源からはるか遠方にあり、信号電力
の制限が実行できないことがある。
【０００５】
　近－遠干渉を受ける複数の信号を複数の受信器が効果的に経路設定できるようにするも
う１つの取り組みは、干渉除去を利用することであった。このような複数のシステムは、
１つの復調フィンガ中に経路設定された信号パスと関係のない信号パスを除去する。しか
しながら、このような複数のシステムは、このような除去のための柔軟性ある利用方式を
備えてこなかった。１つの結果として、これまで適用されてきた従来の複数の干渉除去の
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仕組みでは、複数の所望信号パスの複数の信号対ノイズ比が、干渉除去を使わなかった場
合よりも悪くなることがある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、従来技術のこれらの及び他の複数の問題を解決することを対象とする。本発
明に従って、複数の信号に対し干渉除去を選択的に利用するための１つの方法及び装置を
提供する。例えば、本発明は、干渉除去が複数の所望信号パス強度の改善をもたらす場合
においてだけ、その除去を使用する。また、本発明の複数の実施形態は、それ以外の複数
の干渉除去のスキーム、又は干渉除去のない信号だけを複数の復調プロセッサ又はフィン
ガへ供給するという１つの処理、よりも望ましいと判定される１つの干渉排除のスキーム
を選択できるようにする。
【０００７】
　本発明の複数の実施形態において、いくつか複数の信号パス、又は１つの受信器におい
て識別された複数の信号の各々の強度が判定され、他の複数の信号パスよりも強度が大き
く、より大きな干渉量に寄与している１つ以上の信号パスが識別、判定される。本発明の
さらなる実施形態において、必ずしも最強ではないが、別の信号に悪影響を与えている複
数の信号パスが識別される。除去が検討されている１つの信号パスの１つのエスチメイト
を１つの信号除去モジュールに提供することにより、１つの受信器内の複数の信号流（す
なわち、未処理の又は干渉除去済複数の受信流）から、１つの高い強度を持つ、又は他の
信号パス又は複数パスに悪影響を与えるとして識別された複数の信号パスの除去が開始さ
れる。１つのチャンネル判定モジュールが、信号除去モジュールのために信号パスの１つ
のエスチメイトを作成することができる。信号除去モジュールは、その強い潜在的干渉信
号のエスチメイトを、それ以外の信号流又は複数の信号流から（すなわち、除去される信
号パス以外の複数の信号パスの経路設定を割り当てられた複数の復調フィンガへ供給する
ことができる１つ以上の信号流から）除去する。そこで、除去コントローラが、潜在的干
渉因子が除去済１つ以上の信号流から得られた信号パス又は複数の信号パスの複数の信号
対ノイズ比が向上したかどうかを判定する。
【０００８】
　１つの所望信号パスの信号対ノイズ比の１つの増加が検知されると、その潜在的干渉因
子は１つの実際の干渉因子として識別され、所望の信号流の干渉除去バージョンを、その
所望の信号パスに割り当てられた復調フィンガへ供給することができる。１つの所望の信
号パスの信号対ノイズ比の１つの改善が検知されない場合、その干渉除去済信号流は、所
望の信号パスに割り当てられた１つの復調フィンガには供給されないことになる。本発明
の別の実施形態において、干渉除去済信号流によって、所望の信号の１つの強度が少なく
とも１つの閾値量まで増大する可能性が高いと判定されないかぎり、１つの干渉除去済信
号流は、１つの所望信号パスに割り当てられた１つの復調フィンガには供給されない。本
発明の複数の実施形態において、復調フィンガへの種々の干渉除去済信号供給の効果解析
は、未処理信号流又は１つの干渉除去済信号流のいずれが、１つの所望信号パスに関し、
より大きな信号強度を備えているかを識別することによって進めることができる。これを
、１つの受信器が備える１つの復調フィンガに割り当てられた各信号パスに対して実施で
きる。本発明の別の実施形態において、様々な方法を使って信号除去を達成することがで
きる。例えば、潜在的干渉因子又は識別された干渉因子の１つの複製を未処理信号流から
差し引くことができる。本発明の別の実施形態において、複数の潜在的干渉因子又は識別
された干渉因子を除去するため複数の射影ベースの方法を使った複数のシリアル除去技法
を使うことができる。本発明のさらなる他の実施形態において、複数の潜在的干渉因子及
び識別された干渉因子の並行除去を利用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１を参照すると、１つの基本構成すなわち従来技術のスペクトル拡散通信受信器１０
０が図解されている。図１に示すように、複数の信号が１つのアンテナ１０８によって１
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つの無線周波数フロントエンド１０４へ供給される。一般的な１つの環境においては、い
くつかの異なる信号、例えば、様々な基地局、１つの基地局の様々なセクタが発信する複
数の信号、又はそれら信号の反射やマルチパスによる複数のバージョンを、無線周波数フ
ロントエンド１０４で受信することができる。当業者にとっては当然のことであるが、様
々な基地局又は１つの基地局の様々なセクタからの信号は、一般的には、対応するパス番
号によって識別され、これは、信号パスのタイムオフセットに従って基地局又は基地局と
セクタとを識別する。複数の信号の複数のマルチパス・バージョンは、信号のサイト・バ
ージョンのラインの数、プラス、反射信号を伴うより長いパスからくる１つの付加的なタ
イムオフセットによって識別される。当業者にとってはさらに当然のことであるが、複数
の異なった信号源からの複数の信号パスは、一般的には、複数の信号の複数のマルチパス
・バージョンの発信源を、そのような複数の信号パスの信号源として正しく識別できるよ
うに、十分な距離（例、６４のチップ）によって分離される。
【００１０】
　受信器１００によって収集され、ＲＦフロントエンド１０４によってより低い周波数へ
変換された処理前の信号流１１２は、１つの探索フィンガ１１６へ供給される。探索フィ
ンガは、個別に識別可能な複数の信号パス及び／又は複数のマルチパスについて、信号流
１１２をスキャンする働きをする。具体的には、探索フィンガ１１６は、パス番号、すな
わち、各々の識別可能な信号パスに対応する擬似乱数（ＰＮ）コード・オフセットを判定
する。上記のように、ＰＮコードは、その信号パスを１つの特定の基地局又は基地テーシ
ョンセクタと関連付けて識別する。複数の符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システムでは、
ＰＮコード・シーケンスはショートコードといわれる。
【００１１】
　探索フィンガ１１６は、識別した複数の信号パスをコントローラ１２０に報告する。コ
ントローラに提供された情報を調査パス・リストに収納することができる。一般に、調査
パス・リストは、探索フィンガ１１６が観測できる上記の信号パスを、複数のＰＮオフセ
ットによって識別する。この代わりに、少なくとも１つのノイズ比又は強度の閾値高さを
持つ複数の信号パスに対する複数のＰＮオフセットを調査パス・リストに含めてもよい。
【００１２】
　コントローラ１２０は、複数の信号パスの識別内容を調査パス・リストに報告する。調
査パス・リストから、コントローラ１２０は、調査パス・リスト中の１つ以上の信号パス
を捕捉し、経路設定することを決めることができる。一般に、１つの受信器１００が経路
設定対象にできる信号パスの数は、受信器１００の一部として備えられている復調フィン
ガ１２４の数により限定される。復調及び経路設定のため受信器１００に割り当てられた
複数の信号パスを、１つの復調パス・リストとして備えることができる。標準的な通信シ
ステムでは、復調パス・リストは、各復調フィンガ１２４に対する１つの識別記号、各復
調フィンガ１２４に割り当てられた信号パスの１つの識別記号、いっさいの付加的タイム
オフセット、観測された信号の強度及び信号パスのセクタを含む。
【００１３】
　複数の復調フィンガ１２４は、無線周波数フロントエンド１０４から、１つのフィード
信号として未処理信号流１１２を受信し、各フィンガ１２４は、復調パス・リストの指定
にそって、自分に割り当てられた信号パスを捕捉する。復調された信号流は、次に１つの
符号合成器１３２へ供給され、これが、復調フィンガ１２４から供給された複数の復調信
号流１２８を合成する。例えば、符号合成器１３２と復調フィンガ１２４とは、集合的に
１つのレイク受信方式を構成する。図１に示された受信器１００は、第一１２４ａ及び第
二１２４ｂ復調フィンガ、ならびに、対応する第一１２８ａ及び第二１２８ｂ復調済み信
号を図解しているが、いろいろな数の復調フィンガ１２４を備えた複数の受信器１００が
開発されている。例えば、市販されている複数のＣＤＭＡ電話は、普通、４から６個の復
調フィンガ１２４を有する。
【００１４】
　図１中に図解された従来技術の受信器１００は、１つの干渉除去済信号流を復調フィン
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ガ１２４へ供給するための１つの干渉除去器を含んでいない。干渉除去を備える複数の受
信器１００が開発されている。しかしながら、そのような複数のシステムは干渉除去の選
択的利用を備えていない。その結果、そのような複数のシステムは、このような除去が、
実際に複数の所望信号パスの複数の信号強度の複数の改善をもたらすかどうかに関係なく
信号除去を用いていた。そのため、このような複数のシステムは、実際には、観測された
複数の所望信号パスの信号強度を低下させることがある。
【００１５】
　図２を参照すると、本発明の１つの実施形態において、除去制御を行う１つの受信器２
００が図解されている。一般に、受信器２００は干渉除去の選択的利用を提供する。例え
ば、本発明に従った１つの受信器２００は、１つの干渉除去済信号流が、受信器２００中
の１つの所望の信号パスの観察された強度が向上するかどうかを判定することができる。
さらに、このような判定を、１つの干渉除去済信号流を１つの復調フィンガへ供給する前
に行うことができる。加えて、受信器２００は、今まで選定されていた１つの干渉除去済
信号流が、１つの所望信号パスに対する１つの信号対ノイズ比の改善を示さなくなってし
まったと判定される場合には、これと異なる１つの干渉除去済信号流、又は、単一の干渉
除去されていない信号流を供給することができる。
【００１６】
　一般に、受信器２００は、１つの無線周波数（ＲＦ）フロントエンド２０４、及び対応
するアンテナ２０８を含む。ＲＦフロントエンド２０４及びアンテナ２０８によって収集
された未処理信号流２１２は、１つの探索フィンガ２１６へ供給される。探索フィンガ２
１６は、未処理信号流２１２の中にある複数の信号を探索する働きができる。このとき、
探索フィンガが発見した複数の信号パスの識別内容を１つの主コントローラ２２０に報告
することができる。特に、探索フィンガ２１６が発見した信号パスに関する情報を１つの
調査パス・リストを作成するために使うことができる。主コントローラ２２０は、調査パ
ス・リスト中に識別された複数の信号パスのすべて又は１つの選定されたセットの経路を
設定をすることを受信器２００に割り当てる。受信器２００中の複数の復調フィンガ２２
４が捕捉し、経路設定することになる複数の信号パスの割り当てを、１つの復調パス・リ
ストと対比して実施することができる。図２の中では、２つの復調フィンガ２２４ａ及び
２２４ｂだけが示されている。しかしながら、どのような数の追加復調フィンガ２２４を
備えることも可能であることをよく理解すべきである。
【００１７】
　図２に示すように、主コントローラ２２０は１つの除去コントローラ２２８と交信する
ことができる。除去コントローラ２２８は、本発明独特のものである。後記でさらなる詳
細を示すように、一般に、除去コントローラ２２８は、複数の干渉除去済信号の生成と選
定とを制御する。この選定プロセスの一部として、干渉除去コントローラ２２８は、受信
器２００に利用可能な複数の干渉除去済信号流が、１つの所望信号パスの信号対ノイズ比
の向上をもたらさないことを判定する能力があり、したがって、未処理信号流２１２を、
１つのフィード信号流として、すべての又は一部の複数復調フィンガ２２４へ供給、送信
することができる。
【００１８】
　図２に示すように、除去コントローラ２２８は、１つ以上のチャンネル判定モジュール
２３２及び１つ以上の信号除去モジュール２３６を含むことができる。一般に、複数のチ
ャンネル判定モジュール２３２は、除去コントローラ２２８が複数の潜在的あるいは実際
の干渉信号パスとして識別した複数の信号パスの複数の複製を生成する働きをする。複数
の信号除去モジュール２３６は、複数の複製信号パスを受信し、そのような複数の信号を
未処理信号流２１２から排除するための除去作業を実施する。また、複数の信号除去モジ
ュール２３６中に生成された複数の干渉除去済信号流が、改善された強度を持つ１つの所
望信号パスをもたらすかどうかを判定するため、除去コントローラに１つ以上の相関器２
３８を含めることができる。
【００１９】
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　未処理の（又は元の）信号流又は１つの干渉除去済信号流を、復調フィンガ２２４へ供
給するために、除去コントローラ２２８と、対応する復調フィンガ２２４ａ及び２２４ｂ
との間に信号流を伝送するための１つの信号ライン２４４ａ及び２４４ｂが設けられる。
さらに、各復調フィンガ２２４に連結されたＰＮ発生器２４６による複数のＰＮコードの
遅延や進みを制御するために、除去コントローラ２２８と復調フィンガ２２４との間に複
数の制御信号パス２４０が設けられる。複数の復調フィンガ２２４に連結された複数のＰ
Ｎ発生器２４６を遅延させたり進めたりできることには利点がある、というのは、これに
よって、たとえフィード信号流２４４が、例えば除去コントローラ２２８の中の処理過程
で遅延させられるようなことがあっても、各復調フィンガ２２４が、供給されるフィード
信号流２４４をそれぞれ経路設定できるようになるからである。また、除去コントローラ
２２８は、１つの遅延バッファ２５２に、１つの復調信号遅延制御信号２４８を提供し、
供給された信号流２４４から得られる１つの符号を１つの符号合成器２６０が使えるよう
になる前に、各復調フィンガ２２４が取り入れる１つの遅延量を制御する。このように復
調フィンガ２２４内の遅延を制御することによって、除去コントローラ２２８は、複数の
復調信号流２５６を同期させることができる。これによって、１つの従来型の符号合成器
２６０を使用することができる。これに換えて、複数の復調フィンガ２２４による複数の
信号流２４４の処理から得られた複数の符号を同期化する能力のある１つの符号合成器２
６０を使用してもよく、この場合には複数の遅延バッファ２５２及び複数の連結信号線を
削除することができよう。さらに別の代替案では、除去コントローラ２２８は、１つの従
来型合成器２６０が使えるように、ＲＦフロントエンド２０４で受信されたままの未処理
信号流２１２に対して１つの一定の遅延処理の後、複数の復調フィンガ２２４に複数のフ
ィード信号流を供給することができる。
【００２０】
　本発明の１つの実施形態において、受信器２００は、除去コントローラ２２８から探索
フィンガ２１６に１つの干渉除去済信号流を配信することのできる１つの干渉除去信号接
続２６４を備えることもできる。このような１つの実施形態は、探索フィンガ２１６が、
利用可能な複数の信号パスに対する、未処理信号流２１２の複数の干渉除去バージョンを
スキャンすることができるようにする。これによって、探索フィンガ２１６は、未処理信
号流２１２中のノイズレベルの下に埋もれていたかもしれない複数の信号パスを、１つの
干渉除去済信号流の中で検知することができる。その結果、受信器２００は、複数の内蔵
復調フィンガ２２４が捕捉し、経路設定するための、より多くの数の信号パスを利用でき
、このことで、１つの通信チャンネルの信頼性と品質とを向上させることができる。加え
て、別の複数の基地局から発信された複数の信号パスを受信器２００が検出できるように
することで、異なる複数の信号源と受信器２００との間での三角測定技法を使う測位技術
は、より正確な位置測定を提供できる。
【００２１】
　探索フィンガ２１６が、複数の干渉除去済信号流をスキャンできるよう設定された１つ
の実施形態に関して、除去コントローラ２２８は、ＰＮコード遅延情報を探索フィンガ２
１６に提供する働きをすることができる。このような情報は、たとえ干渉除去済信号流を
生成するプロセスで、複数のフィード信号流が遅延させられるようなことになろうとも、
探索フィンガ２１６が正確に複数の信号パスのＰＮを識別できるようにする。
【００２２】
　図３を参照すると、本発明の１つの実施形態における受信器２００内の複数の信号の流
れが図解されている。図３に示すように、受信器２００を通る複数の信号の流れは、未処
理のデータ信号流２１２の受信から始まる。未処理信号流は探索フィンガ２１６へ供給さ
れ、復調フィンガ２２４にも供給される。復調フィンガ２２４は、各々、１つの復調され
た信号流３０４を生成する。図３中には、３つの復調された信号３０４ａ、３０４ｂ及び
３０４ｎが図示されている。従って、図３は、少なくとも３つの復調フィンガ２２４を有
する受信器２００に対応していることになろう。当業者にとっては当然のことであるが、
図中の３つの復調信号流３０４は、代表例である。具体的には、受信器２００は、妥当な
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数の復調フィンガ２２４が設けられているならば、より多い又はより少ない数の復調信号
流を生成することができる。
【００２３】
　復調された複数の信号流３０４は、除去コントローラ２２８の複数のチャンネル判定モ
ジール２３２へ供給される。後記でさらなる詳細を示すように、複数のチャンネル判定モ
ジュール２３２は、複数の潜在的干渉信号３０８の複数のエスチメイトを生成する。図３
には、３０８ａ、３０８ｂ及び３０８ｎが示されている。したがって、図３に示されたデ
ータ流れを生成する１つの実施形態は、３つのチャンネル判定モジュール２３２を有した
かもしれない。しかしながら、チャンネル判定モジュール２３２の数は、受信器２００が
備える復調フィンガ２２４の数と一致する必要はないことをよく理解すべきである。
【００２４】
　複数の潜在的干渉信号パス３０８の複数のエスチメイトは、除去コントローラ２２８の
複数の信号除去モジュール２３６に提供される。複数の信号除去モジュールは、複数の復
調フィンガ２２４へ供給される１つ以上のフィード信号流から複数の干渉信号パスを排除
する。例えば、第一復調信号パス３０４ａのエスチメイト３０８ａを、第二信号パスの経
路設定を割り当てられた復調フィンガ２２４へ及び／又は第ｎ番の信号パスの経路設定を
割り当てられた復調フィンガ２２４へ供給されることになる信号流から除去することがで
きる。第一及び第二の所望信号パスの経路設定を割り当てられた複数の復調フィンガ２２
４へ供給される複数の信号流のいずれか又は両方から除去することができる。同様にして
、第二干渉信号パス３０８ｂのエスチメイトを、第一及び第ｎ信号パスの経路設定を割り
当てられた復調フィンガ２２４へ供給される信号流のいずれか又は両方から除去すること
ができる。そこで除去コントローラ２２８は、割り当てられた複数の信号パスについて、
干渉除去済信号パス３１２ａ－ｎの強度を点検する。１つの干渉除去済信号パスにおいて
、例えば１つの観測された信号対ノイズ比で代表されるような強度、が増大したと判定さ
れる場合には、その干渉除去済信号流を割り当てられた復調フィンガへ供給することがで
きる。１つの所望信号パスの強度が、１つの干渉除去済入力信号流の使用によって増加し
なかったと判定される場合には、検討中の干渉除去済信号流３１２は、検討中の信号パス
の経路設定を割り当てられた復調フィンガ２２４には送信されない。その代わりに、未処
理信号流２１２、もしくは１つの異なる信号又は信号のセットが除去済１つの干渉除去信
号流３１２の１つの以前のバージョンのような、別の信号流をフィード信号流として復調
フィンガ２２４へ供給することができる。
【００２５】
　図４を参照すると、本発明の１つの実施形態において、様々なリスト又は表及びそれら
と複数の機能要素との関係を示した、受信器２００を通る複数の信号流の流れが図解され
ている。最初に、１つの未処理信号流２１２が１つのフィード信号流として探索フィンガ
２１６へ供給される。探索フィンガは未処理データ信号流２１２をスキャンし、受信器２
００が利用できる信号パスを発見し、識別する。図４に示すように、本発明のいくつかの
実施形態にしたがって、１つの干渉除去済信号流２６４を、未処理データ信号流２１２に
加えて、又はこれに換えて供給することができる。前記のように、探索フィンガ２１６は
、利用できる複数の信号パスを識別する情報を主コントローラ２２０に提供する。主コン
トローラ２２０は、探索フィンガ２１６から提供された情報を用いて１つの調査パス・リ
スト４０４を作成する。調査パス・リストは、一般に、探索フィンガ２１６が発見した複
数の信号の複数のＰＮオフセットを含む。主コントローラ２２０は、調査パス・リストか
らの情報を使って、受信器２００が、使用する複数のフィンガ中に経路設定する複数の信
号パスを割り当てる。これらの割当ては、復調パス・リスト４１２に記録される。これに
より、復調パス・リスト４１２は、受信器２００中の利用可能な複数のフィンガ、各フィ
ンガに割り当てられた信号パス、いっさいのタイムオフセット、各信号パスの信号強度、
及び信号パスのセクタを識別できる。そこで、除去コントローラ２２８が復調パス・リス
ト４１２を利用できるようになる。
【００２６】
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　除去コントローラ２２８は復調パス・リスト４１２の中に複数の干渉信号が存在するか
点検する。例えば、本発明の１つの実施形態において、除去コントローラ２２８は、１つ
の復調フィンガ２２４が経路設定している複数の信号パスについて、それらが復調パス・
リスト４１２に記載されており、前もって定められた閾値より大きな信号強度を持つこと
を点検する。信号パスの強度は信号パスの信号対ノイズ比、又は信号パスの選定された要
素又はチャンネルを測定することによって判定することができる。例えば、本発明の１つ
の実施形態において、１つの基地局から送信されるパイロット・チャンネル信号を測定し
て、複数の信号パスの強度を判定することができる。本発明の別の実施形態において、ト
ラヒック・チャンネルのいくつか又はすべて、パイロット・チャンネル、ページング・チ
ャンネル、及び／又は同期化チャンネルを使って信号パス強度を判定することができる。
当業者にとっては当然のことであるが、１つの信号パス内のすべて又は相当数のチャンネ
ル又は信号を測定すれば、さらに高い精度の１つの信号パスの強度測定が実現できる。し
かしながら、１つの信号パス内の多数のチャンネル及び／又は信号を監視するのは、計算
を超えた高コストとなる。したがって、本発明の複数の実施形態は、１つの信号パス内の
比較的少数のチャンネル又は信号を監視することができる。例えば、パイロット信号の強
度だけを測定して対応する信号パスの強度を判定することができる。例えば、信号強度の
推定値は、Ｅｃ／Ｉｏで求めることができ、ここでＥｃはチップあたりのエネルギー、Ｉ

ｏはシステム中の合計電力又は干渉であり、これを、信号パスの信号強度推定するための
１つの信号対ノイズ比値を得るために使うことができる。
【００２７】
　１つの潜在的干渉信号パスについての基準を満たす複数の信号パスが、１つの除去候補
リスト又は表４１６の中に識別される。図１２を参照すると、１つの典型的な除去候補リ
スト４１６の要素が図示されている。図１２に示すように、除去候補リスト４１６は、複
数の復調フィンガ２２４、各復調フィンガ２２４に割り当てられた複数の信号パス１２０
４、信号パスの信号強度１２０８、及び信号パスのセクタ１２１２、を識別するための入
力欄を含むことができる。当業者にとっては当然のことであるが、各信号パスは、１つの
異なるＰＮコード・オフセット又は１つのＰＮコード・オフセットのマルチパス・バージ
ョンを含むか、又はこれを参照することができる。
【００２８】
　除去候補リスト４２０に含まれる複数の最大強度の信号パスが、１つの除去予定リスト
又は表４２０に割り当てられる。図１３に示すように、本発明の１つの実施形態において
、除去予定リスト４２０は、最大ｎの複数信号パスを包含し、ｎは、除去コントローラ２
２８が具備するチャンネル判定モジュール２３２の数に対応する。したがって、潜在的干
渉信号の数がチャンネル判定モジュール２３２の数を上回る場合には、除去予定リスト４
１６に、ｎの最も高い強度の複数の潜在的干渉信号パスを含めることができる。図１３を
参照すると、本発明の１つの実施形態における１つの除去予定リストの複数の内容が図示
されている。一般に、除去予定リスト４２０は、１つの復調フィンガ２２４及び対応する
１つの信号パス１３０４のための１つの入力欄を含む。特に、除去予定リスト４２０は、
除去されることになる複数の信号パスを識別する。
【００２９】
　図４を引き続き参照しながら説明する。除去予定リスト４２０に含まれる情報を使って
、除去コントローラ２２８は、複数のチャンネル判定モジュール２３２を作動し、１つ以
上の復調フィンガ２２４から、１つ又は複数の適切なチャンネル判定モジュール２３２に
出力を供給する。オプションとして、複数の復調フィンガ２２４から複数のチャンネル判
定モジュール２３２への出力の複数の組み合わせに関する情報を、１つのチャンネル判定
リスト又は表４２４に保持することができ、これには、一般に除去予定リスト４２０と同
じ情報が含まれる。適切な複数の信号流を複数のチャンネル判定モジュール２３２へ供給
することにより、複数の信号除去モジュール２３６の出力として、複数の干渉除去済信号
流が得られる。除去コントローラは、受信器２００の中で、１つの復調フィンガ２２４へ
の、又は除去コントローラ２２８の一部として設けられた１つの相関器２３８への１つの
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フィード信号流として供給されることになる、１つの信号除去モジュール２３６から得ら
れる１つの出力、又は１つの未処理信号流を選定するため、マルチプレクサ４２８をさら
に使用又は制御することができる。そこで除去コントローラ２２８は、複数の復調フィン
ガ２２４の一部又は全部又は複数の相関器２３８へ供給される複数の干渉除去済信号流が
、１つの改善された所望信号強度をもたらしたかどうかを判定する。
【００３０】
　本発明の１つの実施形態において、この判定は、複数の所望信号パスと、対応する復調
フィンガ２２４へ供給される未処理信号流２１２及び干渉除去済信号流との相関を見るこ
とで行われる。除去コントローラ２２８が使用する相関器は、相関器２３８の１つの列を
さらに含むことができる。本発明の１つの実施形態において、１つの相関器２３８は、１
つのベクトル内積又は相関作用を実行することにより動作する：ｘＴｙ、ここでｘは１つ
のパイロット信号のような基準信号、Ｔは転置作用、及びｙは１つのフィード信号流であ
る。したがって、１つの干渉除去済信号ｙ１の使用が１つの改善された信号強度をもたら
すかどうかは、ｘＴｙ１とｘＴｙ未処理とを比較して判定できる。ここでｙ未処理は干渉
除去をされていない１つの信号流である。基準信号ｘを単に１及び－１の数列だけで構成
できる、例、ショートコードすなわちＰＮシーケンス。この基準信号を、情報を搬送して
いないチャンネルであるパイロット・チャンネルの１つの複製で構成することができる。
ＰＮシーケンスが分かっているので、ベクトル内積の結果を使って、受信信号流とＰＮシ
ーケンスとの間の相関の強さを判定することができる。さらに別の例としては、ｘの干渉
除去済１つのバージョン及びｙ未処理に関連して信号除去を実施することができよう。本
発明のさらに別の実施形態において、１つの相関作用に換えて、１つの参照テーブルを使
うことができる。具体的には、１つの干渉除去済信号流の使用又は１つの干渉除去なしの
信号の使用のいずれが望ましいかを予測するために、１つの未処理信号パス及び１つの干
渉除去済信号パスの複数の相対的信号対ノイズ比に関する情報を使って、１つの参照テー
ブルに格納されている以前に計算した複数の値を参照することができる。
【００３１】
　干渉除去により、１つの所望信号パスについて複数の改善された信号強度が得られたこ
れらの信号パスは、１つの除去済パス・リスト又は表４３２（図４）に記入される。図１
４に、本発明の１つの実施形態における１つの除去済パス・リスト４３２の複数の内容を
示す。図１４に示すように、除去済パス・リスト４３２は、１つの復調フィンガ２２４へ
供給される１つの信号流から除去済複数の信号パスを提示することができる。そこで、除
去済パス・リスト４３２は、復調パス・リスト４１２と対比される。
【００３２】
　１つの信号パスが復調パス・リスト４１２及び除去済パス・リスト４３２の双方に存在
する場合、１つの除去済信号フィード・リスト又は表４３６は更新されて、１つ以上の復
調フィンガ２２４への入力が、１つの未処理信号流でなく１つの干渉除去済信号流を含む
ことを提示する。図１５を参照すると、本発明の１つの実施形態における、１つの除去済
信号フィード・リスト４３６が示されている。図１５に示すように、除去済信号フィード
・リストは、複数の復調フィンガ２２４の１つのリストを包含する。除去済信号フィード
・リスト４３６中の各復調フィンガ２２４に対し、１つの信号除去モジュール２３６及び
除去済信号パス１５０４の識別を表示することができる。１つの復調フィンガ２２４が、
干渉除去済信号流を受信するフィンガとして除去済信号フィード・リスト４３６に記載さ
れていない場合には、そのフィンガには未処理信号流２１２が供給される。
【００３３】
　図５を参照すると、本発明の１つの実施形態において１つのチャンネル判定サイクルが
図解されている。最初に、ステップ５００において、１つの復調パス・リスト４１２が作
成又は変更される。ステップ５０４において復調パス・リストが読み取られ、ステップ５
０８において、複数の強い潜在的干渉因子が識別される。次に、ステップ５１２において
、干渉除去済複数の信号流が生成される。具体的には、１つ以上の強い潜在的干渉信号パ
スが排除された複数の信号流が生成される。
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【００３４】
　ステップ５１６において、干渉除去済複数の信号流は基準信号と相関され、未処理デー
タ信号２１２と基準信号との相関が計算される。そこで、１つの対応する相関器２３８の
出力の中の１つの所望信号の信号対ノイズ比（すなわち強度）が向上したかどうかについ
て１つの判定が行われる（ステップ５２０）。所望の信号の強度が改善していたならば、
入力信号流の干渉除去バージョンは、受信器２００が携わる通信処理に関する使用のため
復調フィンガ２２４へ供給される（ステップ５２４）。フィンガ２２４からの信号パスの
強度が改善しなかった場合には、その干渉除去済バージョンの信号流はフィンガ２２４へ
供給されない。その代わりに、未処理信号流がフィンガ２２４へ供給される。
【００３５】
　ステップ５２８において、さらなる検討対象信号流があるかどうか１つの判定が行われ
る。検討対象信号流が残っていれば、次の信号が取得され（ステップ５３２）、システム
はステップ５２０に戻る。このようなやり方で、１つの受信器２００中の各復調フィンガ
２２４に対する１つの干渉除去済信号流供給の効果が評価される。検討対象信号流がもう
残っていなければ、チャンネル判定サイクルは終了する（ステップ５３６）。当業者にと
っては当然のことであるが、次回に、複数の復調フィンガ２２４が経路設定する複数の信
号パスを変更するとき、チャンネル判定サイクルを再度開始することができる。例えば、
復調パス・リスト４１２が作成又は変更されたときに、チャンネル判定サイクルを再度開
始することができる。
【００３６】
　図６を参照すると、本発明の１つの実施形態における１つの受信器２００の動作が、さ
らに詳細に図解されている。図６に示すように、ステップ６００において、複数の復調フ
ィンガ２２４及び各フィンガに割り当てられた信号パスを記載した復調パス・リストが取
得される。ステップ６０４において、複数の潜在的干渉因子である複数の信号パスが識別
される。例えば、本発明の１つの実施形態において、前もって定めた１つの閾値を越える
信号強度を持つ複数の信号パスが識別される。識別された複数の潜在的干渉信号パスは、
次に除去候補リスト４１６に格納される（ステップ６０８）。除去候補リストから、ｎま
での信号パスが除去予定リスト４２０に割り当てられる（ステップ６１２）。
【００３７】
　ステップ６１６において、各復調フィンガ２２４からの出力は、１つの対応するチャン
ネル判定モジュール２３２に接続され、複数の干渉信号パスの複数のエスチメイトが生成
される。本発明の１つの実施形態において、干渉信号パスのエスチメイトは、その信号パ
スの１つの複製を含み、信号除去モジュール２３６が実行する信号除去では、減算除去が
使われる。本発明の別の実施形態において、１つの干渉信号パスのエスチメイトは、その
全体開示を参考として本明細書に組み込んだ、２００２年９月２０日出願の米国特許出願
第１０／２４７，８３６号に記載された１つのシリアル除去干渉除去設計に使われている
、又は、これも全体開示を参考として本明細書に組み込んだ、２００３年２月６日出願の
米国特許出願第６０／４４５，２４３号に記載された１つの並行型信号除去処理に使われ
ている、２００２年１１月１５日出願の米国特許出願第１０／２９４，８３４号記載の１
つのベクトル又はマトリックスとして表現され、これにおいては、干渉を除去するために
、１つの干渉信号パスの１つの非正射影が作成される。別の実施形態において、このよう
な非正射影技法に加え、又はその１つの代替として、正射影技法を使用することができる
。一般に、本発明の実施形態に関連して提供された選択プロセスと関連付けて、どのよう
な妥当なノイズ又は信号除去技をも使うことができる。本発明の１つの実施形態において
、干渉除去対象の信号パス中に存在する１つ以上のウォルシュコード・チャンネルを監視
することによって、干渉信号の複製が生成される。これにより、１つの複製信号を作成す
るためには、１つの干渉信号パスとして識別された１つの信号パス、したがって他の複数
の信号流から除去されることになる１つの信号パスを、少なくとも１つの復調フィンガ２
２４内に経路設定しなければならない。さらに、除去されることになる信号パスを複数の
復調フィンガ２２４の１つの中に経路設定することにより、定期的に相関を実施して、そ
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の信号の電力及びそれが寄与する干渉量を判定することができる。
【００３８】
　ステップ６２０において、複数の信号除去モジュール２３６は、チャンネル判定モジュ
ール２３２からの複数のエスチメイトを使って１つのフィード信号流から干渉信号パスを
除去する。そこで、除去コントローラ２２８は、得られた複数の信号パスの強度を点検し
、増大した強度を持つ複数の信号パスを、除去済パス・リスト４３２に加える（図４参照
）。当業者にとっては当然のことであるが、一より多い干渉除去済信号流は、１つの信号
パスに１つの利点を提供することができ、この場合、１つの利点を提供する一より多い信
号流の間で１つの選択をしなければならない。様々な信号流の供給の推定効果を相対評価
することで、このような選択ができる。そこで、監視された信号パスの新しい信号強度を
反映して、調査パス・リスト４０４が更新される。これにより、１つ以上の信号パスの受
入れに関し、異なるいくつかの干渉除去済信号流、及び未処理信号流を評価することがで
きる。
【００３９】
　ステップ６２８において、復調パス・リスト４１２が更新されたかどうかについて１つ
の判定が行われる。新しい複数のパスが割り当てられている場合には、復調パス・リスト
４１２は更新される（ステップ６３２）。新しい複数のパスが復調パス・リスト４１２に
割り当てられていない場合、又は復調パス・リスト４１２が更新された後は、除去済パス
・リスト４３２と復調パス・リスト４１２とが対比され、その信号パスが両方のリストに
存在する場合には、妥当な干渉除去済信号流が、対応するフィンガ４２４に送られる（ス
テップ６３６）。すなわち、１つの信号パスが両方のリストに存在する場合には、それは
１つの復調フィンガによって経路設定されており、したがって、その信号パスのエスチメ
イトを作成することができ、その信号パスが、受信器２００内に経路設定されている少な
くとも他の１つの信号に対する１つの干渉信号パスとなることが識別されている。そこで
、除去済信号フィード・リスト４３６（図４参照）は更新され、復調フィンガ２２４に対
する複数の干渉除去済信号流の割当てを提示する（ステップ６４０）。
【００４０】
　図７を参照すると、本発明の１つの実施形態において、除去予定リスト４２０を更新す
るための１つのプロセスが図解されている。最初に、ステップ７００において、除去コン
トローラ２２８が除去予定リスト４２０の１つの点検を開始する。ステップ７０４におい
て、１つのカウント値ｐは、除去予定リスト４２０中の第１要素（１つの所望信号パスに
対応）と等しく設定される。次に、要素ｐが除去候補リスト４１６中に記載されているか
どうかが判定される（ステップ７０８）。
【００４１】
　ｐが除去候補リスト４１６中に記載されている場合には、除去予定リスト４２０中のパ
スｐの信号強度が更新され、要素ｐは除去候補リスト４１６から取り除かれる（ステップ
７１２）。次に除去予定リスト４２０中に、検討対象となるさらなるパスがあるかどうか
１つの判定がされる（ステップ７１６）。除去予定リスト４１６中にさらなるパスがある
場合には、ｐは、除去予定リスト４１６中の次の要素と等しく設定される（ステップ７２
０）。それ以上のパスが除去予定リスト４１６中にない場合、除去リスト４１６の更新プ
ロセスは終了する（ステップ７２４）。
【００４２】
　ステップ７０８において、除去候補リスト４１６中にｐがないと判定される場合には、
パスｐは除去予定リスト４２０から取り除かれる（ステップ７２８）。チャンネル判定が
開始され、パスｐの除去は取り消される（ステップ７３２）。そこでプロセスはステップ
７１６に進み、除去予定リスト４２０中に、検討対象となるさらなるパスがあるかどうか
を判定する。
【００４３】
　図８を参照すると、本発明の１つの実施形態において、信号パスを除去予定リスト４２
０に加えるための１つのプロセスが図解されている。最初に、ステップ８００において、
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ｐは除去候補リスト４２０中の第１パスに等しく設定される。ステップ８０４においてパ
スｐは除去予定リスト４２０に加えられる。そこで、チャンネル判定の１つの更新が実施
され、チャンネル判定モジュールへのしかるべき複数の接続が有効にされる（ステップ８
０８）。ステップ８１２において、除去候補リスト４２０中にさらなるパスがあるかどう
か１つの判定がされる。さらなるパスがある場合には、ｐは、除去候補リスト４２０中の
次の要素に等しく設定され（ステップ８１６）、プロセスはステップ８０４へ戻る。除去
候補リスト４２０中にそれ以上のパスがない場合には、プロセスは調査パス・リスト４０
４の更新へと進むことになる（ステップ８２０）。
【００４４】
　図９を参照すると、本発明の１つの実施形態において、１つの調査パス及び／又は除去
パス・リストの更新のための１つのプロセスが図解されている。一般に、このプロセスは
除去予定リスト４２０が空白でない間に（すなわち、除去される複数の信号が記載されて
いる間に）入力される（ステップ９００）。ステップ９０４において、ｓ（ｉ）は、除去
予定リスト４２０中の第１要素と等しく設定される。そこで探索フィンガ２１６は、すべ
てのＰＮオフセットの複数の強度について、複数の調査パス中の干渉排除された信号（ｉ
）を点検するよう命令される（ステップ９０８）。あるいは、その干渉除去済信号は１つ
の相関器列２３８に送信される。そこで、所定の閾値量より大きな１つの信号対ノイズ比
改善を示すいっさいのＰＮオフセットについて、調査パス・リスト４０４が更新される（
ステップ９１２）。本発明の１つの実施形態において、調査パス・リスト４０４を、いっ
さいの改善を示すいっさいの複数のＰＮオフセットについて更新することができる。調査
パスの更新の仕方を、任意に選べることをよく理解すべきである。具体的には、１つの干
渉除去済信号流が探索フィンガに送信されたときに、又は他のいくつかの手段で、調査パ
ス・リストを更新することができる。しかしながら、他の複数の状況下で、本発明の複数
の実施形態における１つの除去コントローラが動作するために調査パス・リストを更新す
る必要はない。
【００４５】
　ステップ９１６において、更新されたいっさいのパスは除去済パス・リスト４３２に加
えられる。そこで、このような複数のパスは、以前のいっさいの除去済パス（ｉ－１）リ
ストから取り除かれる（ステップ９２０）。次に、除去予定リスト４２０中にさらなる要
素があるかどうか１つの判定がされる。除去予定リスト４２０中にまだ要素が残っている
場合には、ｓ（ｉ）は、除去予定リスト４２０中の次の要素に等しく設定され、プロセス
はステップ９０８に戻る。除去予定リスト４２０中にこれ以上要素がない場合には、調査
パス・リスト４０４を更新するためのプロセスは終了する（ステップ９３２）。
【００４６】
　図１０を参照すると、本発明の１つの実施形態において、１つの除去予定リスト４２０
から１つのパスを取り除くプロセスが図解されている。最初に、ステップ１０００におい
て、除去コントローラ２３８は、除去予定リスト４２０から要素ｐを割当て解除するため
の１つの信号を発生させる。そこで、ステップ１００４において、除去予定リスト４２０
中の対応する記入項目が消去される。要素ｐと関連する信号を経路設定しているフィンガ
２２４からチャンネル判定モジュール２３２へのデータの流れは、接続が切られ、チャン
ネル判定モジュール２３２の状態はリセットされる（ステップ１００８）。対応する信号
除去モジュール２３６は無効にされ、これもリセットされる（ステップ１０１２）。これ
にともない、ステップ１０１６において、複数の復調フィンガ２２４中の複数のＰＮコー
ドは、元のすなわち未処理信号２１２と同期を取るために、進められるか又は緩徐同期さ
れる。１つのパスを除去予定リストから取り除くプロセスそこで終了する（ステップ１０
２０）。
【００４７】
　図１１を参照すると、本発明の１つの実施形態において、１つの復調フィンガへの信号
の流れを制御するための１つのプロセスが図解されている。最初に、ステップ１１０４に
おいて、除去コントローラ２２８は、パスｐを、除去済信号フィード・リスト（ｉ）４３
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６に加えるための信号を出す。ステップ１１０８において、パスｐに対する復調フィンガ
２２４が決定される。ステップ１１１２において、その中から信号パスｐを除去済１つの
信号流は、その干渉除去済信号流の受信を（除去済信号フィード・リスト４３６に示され
るように）割り当てられたフィンガへ供給される。そこで、除去済信号フィード・リスト
４３６に関連する復調フィンガ２２４中のＰＮ発生器は、現在供給されている干渉除去済
信号流に同期するために遅らされるか又は緩徐同期される（ステップ１１１６）。１つの
復調フィンガへの信号の流れを制御するためのプロセスはこれで終了する（ステップ１１
２０）。
【００４８】
　当業者にとっては当然のことであるが、本発明は、干渉除去を選択的に利用するための
１つの方法及び装置を提供する。具体的には、本発明は、最も良好な信号対ノイズ比を得
るために、１つの復調フィンガに対して１つの干渉除去済信号流又は１つの干渉除去のな
い信号流のいずれかを供給することができるようにする。本発明を、何らかの既存のある
いは新規に開発された信号除去手順又はメカニズムとつなげてこのような信号除去の選択
的利用のため使用できることを、さらによく理解すべきである。具体的には、１つの所望
信号パスの受信上の種々の信号流の影響又は見積もり影響を検討することによって、１つ
の所望信号パスの１つのより良好な受信を提供する複数の未処理又は干渉除去済信号流を
選択できる。特に、本発明は、干渉除去済複数の信号流の選択的利用を可能にすることに
よって、干渉除去済信号流の盲目的な利用の１つの結果として１つの所望信号に対し信号
対ノイズ比が悪化した１つの信号を得ることを防止できる。明確には、本発明は、１つの
好ましいフィード信号流を識別し、１つの復調フィンガへ供給することのできる１つの方
法と装置とを提供する。
【００４９】
　本明細書で提示した説明では、折に触れて、複数のスペクトル拡散システムにおける複
数の携帯電話を含む複数の受信器の例を取り上げたが、本発明がこれらに限定されないこ
とをよく理解すべきである。具体的には、本発明は、実質的に同時に複数のチャンネルを
使うことのできる１つの無線リンク又はチャンネルを取り入れたいっさいの無線通信シス
テムの要素にも応用できることをよく理解すべきである。したがって、本発明を、複数の
電話又は他の複数の通信端末、もしくは複数の無線基地局又は複数のノードのような、両
方の複数の携帯無線装置に使うことができる。さらに、本発明は、地上での複数の応用に
限定されない。例えば、本発明を複数の衛星通信システムと関連させて使用することがで
きる。加えて、本発明は、複数の音声通信システムに限定されない。例えば、本発明の実
施形態を、全地球測位システム（ＧＰＳ）のような複数の無線位置決定システム、複数の
マルチメディア通信、及び複数のデータ送信システムを含め、いっさいの多重チャンネル
に応用できる。
【００５０】
　前記の本発明の解説は、例証及び説明目的で提示したものである。さらにまた、その説
明は、本発明を本明細書に開示した様式に限定することを意図するものでない。したがっ
て、前記の複数の教示に相応する、関連技術の技量及び知識内での複数の変形案又は複数
の修正案は本発明の範囲である。前に記載した複数の実施形態は、本発明実施の現在知ら
れた最善のモードを説明すること、及び、当業者が、彼ら個別の本発明の応用又は使用の
ために必要な様々な変更とともに、前記のような又は他の複数の実施形態の中で本発明を
使用できるようにすることをさらに意図している。添付の複数の請求範囲は、従来の技術
で可能な程度の複数の代替実施形態を含むものと解釈するよう意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】従来技術による１つのスペクトル拡散受信器の複数の構成要素を表した１つのブ
ロック図である。
【図２】本発明の１つの実施形態における、１つのスペクトル拡散受信器の複数の構成要
素を表した１つのブロック図である。
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【図３】本発明の１つの実施形態における、１つのスペクトル拡散受信器を通る複数の信
号の流れを表した１つの図である。
【図４】本発明の１つの実施形態における、１つのスペクトル拡散受信器を通る複数の信
号及び情報の流れの１つの略図である。
【図５】本発明の１つの実施形態における、１つのコントローラ動作サイクルの複数の特
性を図示した１つのフローチャートである。
【図６】本発明の１つの実施形態における、１つのスペクトル拡散受信器の動作の複数の
作業を図示した１つのフローチャートである。
【図７】本発明の１つ実施形態における、１つの除去予定リストを更新するための１つの
プロセスを図示した１つのフローチャートである。
【図８】本発明の１つの実施形態における、１つの除去予定リストに信号を追加するため
の１つのプロセスを図示した１つのフローチャートである。
【図９】本発明の１つの実施形態における、１つの調査パス・リストを更新するための１
つのプロセスを図示した１つのフローチャートである。
【図１０】本発明の１つの実施形態における、１つの除去予定リストから１つのパスを削
除するための１つのプロセスを図示した１つのフローチャートである。
【図１１】本発明の１つの実施形態における、１つの復調フィンガへの信号流を制御する
ための１つのプロセスを図示した１つのフローチャートである。
【図１２】本発明の１つの実施形態における、１つの除去候補リストの複数の内容を図示
したものである。
【図１３】本発明の１つの実施形態における、１つの除去予定リストの複数の内容を図示
したものである。
【図１４】本発明の実施形態における、除去済パス・リストの内容を図示したものである
。
【図１５】本発明の１つの実施形態における、１つの除去済信号フィード・リストの複数
の内容を図示したものである。
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